登　山　計　画　
2021年　月　　日


長野県○○高等学校長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
学校名：　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校
目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山域山名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
期日：　　　　　　年　　　月　　日（　　）　～　　　日（　　）　［順延時　　　月　　日（　）～　　日（　）］
　　　　　　　　　　　消してください　→　荒天等により順延の可能性がある場合はその月日を記してください。
参加生徒数：　　　　　　名　（２年　　名　、１年　　　名）
山岳保険の加入状況：　（例）日山協山岳保険○○タイプに全員加入　　モンベルの××保険加入　　　　　　　　　　　　　
（上記保険は雪山に対応しており、捜索費も補償されている。）補償内容が解るように記載してください。
保護者承諾書：　保護者承諾書を得て、そのことを記してください。　

【行動予定】
○月○日（土）　　学校・・・○○・・・○○分岐・・・○○台地・・・ｐ１２３４ｍ
　　　　　　　　　6:00　　　8:00　　　　　　　　　　12:00　　　　　14:00


　　　○日（日）　　宿泊地・・・○○小屋・・・○○山・・・○○小屋・・・ｐ１２３４ｍ・・・○○分岐・・・
　　　　　　　　　　7:00　　　　8:00　　　　　10:00　　　　　　　　　　　12:00　　　


○○・・・学校
14:00　　　16:00
注釈は消してください。




【最終下山連絡時刻】
　　　　月　　日（日）　　○○：○○　　（この時刻までに下山したことを留守本部に連絡してください。連絡がなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話も通じなければ事故があったと見なし、留守本部は救助の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ために動きます。）







【山行域の地図】
[image: C:\Users\N00789713\Downloads\img20171206213739328.png]

















【ルート状況の把握】
　　

【過去の雪崩】
　・予定コースでの雪崩や事故を調べて記載してください。

【荒天対策】
　

【エスケープルート】緊急時の下山コースを記してください。
　・○○山付近では○○尾根経由で××登山口へ下山する。
　・同ルートを下山する。

【通信】
　・携帯電話の通話状況とそれに対応できる携帯する通信機器を記してください。











【引率者】　＊山行のために必ず参加してもらわなければならない引率者の方には氏名の前に◎を付けてください。
　　　　　　　その方が参加出来ないときは、中止または順延としてください。
	氏　　　　名
	年齢
	山歴
	顧問歴
	加入山岳保険

	· 山下　　登
	歳
	年
	年　　
	

	【資格】　特になし　　　日体協公認山岳指導員　等

	【履修研修会名】　例：登山部顧問等安全登山講習会（2021年７月　体育センター）

	

	【冬山経験】　大昔のものではなく、最近のものを２～３つ程度書いてください。

	　　　　　　年　　　　月　　　△山○○ルート

	　　　　　　年　　　　月　　　××山□□ルート

	　　　　　　年　　　　月　　　○×岳△△尾根登攀

	氏　　　　名
	年齢
	山歴
	顧問歴
	加入山岳保険

	· 沢上　滝雄
	歳
	年
	年　　
	

	【資格】　特になし

	【履修研修会名】　登山部顧問等安全登山講習会（2021年７月　体育センター）

	

	【冬山経験】　大昔のものではなく、最近のものを２～３つ程度書いてください。

	　　　　　　年　　　　月　　　△山○○ルート

	　　　　　　年　　　　月　　　××山□□ルート

	　　　　　　年　　　　月　　　○×岳△△尾根登攀

	氏　　　　名
	年齢
	山歴
	顧問歴
	加入山岳保険

	
	歳
	年
	年　
	

	【資格】

	【履修研修会名】　

	

	【冬山経験】　大昔のものではなく、最近のものを２～３つ程度書いてください。

	

	

	

	氏　　　　名
	年齢
	山歴
	顧問歴
	加入山岳保険

	
	歳
	年
	年　　
	

	【資格】　

	[bookmark: _GoBack]【履修研修会名】　

	

	【冬山経験】　大昔のものではなく、最近のものを２～３つ程度書いてください。

	

	

	



冬山・春山装備チェックリスト
	【共同装備】　　品　　名
	品　　名
	品　　名

	□テント一式
□テントマット
□グランドシート
□ツェルト
□コンロ
□ガスカートリッジ
□コンロ台
□風防
□調理シート
	□コッフェル・炊事用具
□包丁・まな板
□予備食
□救急用品（各種薬等）※1
□ラジオ
□天気図用紙
□無線機（予備電池）
□ＧＰＳ

	□温度計
□修理用具一式
□裁縫用具
□(雪)たわし
□標識布・竹
□スノーシャベル
□スノーソウ
□ザイル（ロープ）


	【個人装備】
	
	

	□アンダーウェア上下
	□ズボン
	□シャツ

	□防寒衣（セーター・羽毛服）
□防風防水透湿ジャケット
□防風防水透湿オーバーパンツ
□帽子・防寒帽
□目出帽
□靴下（含予備）
□手袋（含予備）
□オーバーミトン
□ ロングスパッツ
□登山靴
□ヘルメット
□わかんじき
□アイゼン
□ピッケル
□伸縮式ストック
□ ビーコン
□スノーシャベル
□プローブ
□スノーソウ

	□テルモス
□水筒
□食器類
□ナイフ
□ホイッスル
□細引
□ライター
□マッチ
□テーピングテープ
□エマージェンシーシート
□ヘッドランプ（予備電池・電球）
□行動食
□非常食
□登山計画書
□筆記具
□緊急連絡票
□身分証明書
□健康保険証
□ハーネス
□カラビナ
□スリング各種
	□時計
□コンパス
□1/25000地形図
□ルート図
□カメラ
□携帯電話（予備電池）※2
□ロールペーパー
□タオル・手拭
□歯ブラシ
□サングラス
□ゴーグル
□ＵＶクリーム
□サブザック
□シュラフ(ｽﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾞ)
□シュラフカバー
□マット
□ポリ袋
□携帯トイレ




※携行する装備を■で示してください
※1 救急用品　（携行するものは■にしてください）
　　　□三角巾　　□体温計　　□ガーゼ　　□絆創膏　　□はさみ　　□包帯　　□とげ抜き
　　□薄手の手袋　　□ポイズンリムーバー　　□ペットボトルのキャップに穴を空けたもの（傷洗浄用）
□消毒用スワブスティック　　□副木　　□人工呼吸用ポケットマスクorシート　　□経口補水液用の粉末
□常備薬（市販の風邪薬、痛み止め、整腸剤、目薬など）
※2 携帯電話（予備電池）は低温による電池消耗を防ぐため、保温に努めること。
このリストは冬山・春山の標準的な装備である。活動の時期や場所、内容等により必要な装備は変わるため、事前に装備の要否や追加装備の有無をよく検討すること。
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長野県　　　高等学校

登山期日：　　　月　　日～　　月　　日

山域・山名

引率責任者（顧問）　○○　○○

☎

氏名：

☎

1救助要請・緊急連絡

氏名：

☎

2救助・応急処置

氏名：

☎

3現場にとどまる生徒の安全確保

校長

☎

救急車教頭

☎

＊バイタルサインが不安定

病院学校

☎

　（呼吸・脈拍・血圧・体温）

遭難防止　※心肺停止の場合は心肺蘇生・AED

対策協会＊頭頸部外傷あり

＊意識障害、身体障害あり

＊高エネルギー外傷あり

緊急連絡先　自宅　（高所墜落、雪崩、スキー、落石に

携帯　　よる加速度のある衝突）

山上　穂高雲海（父）0266-89-1188＊歩行不可能

090-1234-5678

＊緊急度Ａ以外で自力下山が可能

＊病院での処置が必要

＊その場での処置（外傷処置、飲水

　　休憩など）で活動可能

＊引き続き活動する場合も、保護者

　　の承諾が必要

事後の状況把握家庭　報道

長野県教育委員会026-235-7448

担当　飯島　昭久080-3387-3015

〈適切かつ迅速に対処し、被害を最小限にとどめる〉★山行地域の医療機関

①　負傷者の状況把握および心身の安定・安静を図る。＊○○中央病院

②　迅速で正しい応急処置を行う。(必要に応じてAED使用）0263-22-3456

③　低体温症による症状の悪化を防ぐため、負傷者の保温に十分留意する。＊○×病院

④　頭頸部外傷、脊髄損傷、内臓損傷の疑いは、医師や救急隊員の指示を待つ。0263-34-0987

【緊急度Ｂ】　病院搬送

引率者移送

【緊急度Ｃ】　経過観察

活動の継続または保護者引き渡し

110

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ搬送　　救急車搬送

家　　庭

生徒氏名保護者名

(続柄)

警察

（ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ）

留守本部【緊急度Ａ】　緊急搬送

緊急時対応マニュアル

緊急事態発生

救助要請緊急連絡応急処置


